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研究成果の概要（和文）： 
主辞後続型言語である日本語を母国語とする話者と主辞先行型言語である英語を母国語とする

話者を対象として、それぞれの言語の統語構造の産出過程を探った。「統語的プライミング効果」

に注目して行動実験を行い、日本語と英語ともに、 以前使用した統語構造を再び産出する傾向

が見られた。このことは異なった言語においても統語構造の構築において同じ過程を使用し、人

間の認知システムの一部としてどのような言語情報も共存されている統語共存説の可能性を示

唆している。 

研究成果の概要（英文）： 
This study investigated into the production of syntactic structure in head-final 
(Japanese) and head-initial (English) languages. Focusing on the phenomenon called 
‘structural priming’, the current study revealed that speakers use the similar process 
of production regardless of languages. This supports the possibility of ‘the 
shared-syntax account’. 
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１．研究開始当初の背景 

世界に存在する多くの人々が二つ（やそれ

以上）の言語を話すことができるが、心理言

語学の研究としては、主にモノリンガル（特
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に英語話者）を対象としていることが多い。

二つ以上の言語を習得した話者が、それぞれ

の言語を産出する際に問題となるのは、「異

なる言語情報（文構造など）がヒトの脳にど

のように共存しているのであろうか」という

ことである。実際に、二つの言語情報は共存

されているという可能性が指摘されており、

例えば、文産出においては、第一言語で産出

した文構造を第二言語でも繰り返し使用す

る可能性が高まったことが、心理言語実験な

ど多様な手法・観点から実証されている

（Bernolet et al., 2009; Hartsuiker et al., 2004; 

Schoonbaert et al., 2007）。その共存の可能性と

して考えられる説として、統語分離説（the 

separate-syntax account）による、言語によっ

て文構造が違うので、共存する構造が限られ

るという説と、統語共存説（the shared-syntax 

account）という、どのような言語でも、人間

の認知システムの一部として言語は共存さ

れている説がある (Hartsuiker et al., 2004)。 

過去の多くの文産出研究の対象は、英語、

ドイツ語やスペイン語などといったイン

ド・ヨーロピアン言語がほとんどである。 イ

ンド・ヨーロピアン言語は文構造が類似して

おり、本当に文構造が共存するのかどうかを

検証するのは難しい。しかしながら、文構造

が異なる言語を対象とすると、 統語分離説

は、文構造が異なる言語を話す人々の脳には

言語情報が異なる場所へ共存されていると

予測するのに対して、 統語共存説は、構造

が違っていても同じ場所へと言語情報が記

憶されると予測する。したがって、文構造が

異なる二つの言語を対象に文産出の研究を

行えば、これら二つの対抗仮説のうちどちら

が正しいのか（あるいは両方正しいのか）を

明らかにすることができるはずである。 

 

２．研究の目的 

このような背景を踏まえて、本研究は主辞後

続型言語である日本語と主辞先行型言語であ

る英語の文産出を心理言語学的観点から研究

することで、統語処理と非文法的認知要因（本

研究では有生性に注目する）が文産出の統語

処理に与える影響と交互作用を、行動実験を

用いて解明する。さらに、二つの異なる言語

を産出過程を比較し、その言語認知構造の産

出過程を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

（１）文産出における二つの言語の統語処理

を探るために、本研究では「統語的プライミ

ング」という現象に注目した。統語的プライ

ミングとは近年注目を浴びている現象で、一

定の構造を持つ文の処理が連続して行われる

と、後続する文がその構造に強く影響を受け、

前述に出た構造を繰り返す傾向にあるという

現象である (Bock et al., 1986, Pickering & 

Branigan., 1998)。例をあげると、受動文を産

出すると、話者はその構造に影響を受け、受

動態を使用して文を構築する傾向にある、と

いうものである。 

この現象は英語のみならず、多くの言語で発

見されているが（e.g., Hartsuiker & Westenberg., 

2000; Scheepers, 2003; Pickering & Ferreira, 

2008）、本研究では日本語の受動文・非正規

語順文（OSV）を材料として、日本語でも同

じ統語的プライミング現象が起こるかどうか

を測定することで、文産出の過程の詳細を探

ることを試みた。 

（２）さらに、統語処理と非文法的認知要因

（本研究では、有生性といった、概念の想起

のしやすさに注目した）が文産出の統語処理

に与える影響と交互作用を、行動実験を主と

する心理実験を用いて明らかにした(Branigan, 

Pickering & Cleland, 2000; Bock & Warren, 



 

 

1985; McDonald, Bock & Kelly. 1993; Bock, 

Loebell & Morey. 1992)。 

（３）また、英語の母国話者と日本語の母国

話者を被験者として、二つの言語の産出過程

を比較することで、英語を用いて提唱された

心理言語学の文産出モデルの仮説（Bernolet et 

al., 2009; Hartsuiker et al., 2004; Pickering & 

Branigan, 1998; Schoonbaert et al., 2007）に基づ

き、普遍性の高いモデルの構築を解明した。 

 

４．研究成果 

本研究で、次の点が明らかになった。 

（１）英語と日本語受動文と非正規語順文（日

本語のみ）を使用し、語彙や意味を十分に統

制した上で統語的プライミング効果を探る絵

描写実験（A picture description taslk）を実施し

た結果、両方の言語で同様な統語的プライミ

ング効果が観察されることがわかった。 

まず、英語と日本語の態の産出において、受

動態の文を読んだ後に、話者は受動態で絵を

説明する傾向が高まった。このような統語的

プライミング効果がみられたという結果は、

文産出時に異なる言語でも、産出の際に類似

した統語過程を使用しているという可能性を

示唆しているものであり、これは先行研究の

結果を裏付けるものであった（Bernolet et al., 

2009; Bock & Loebell 2003; Hartsuiket et al., 

2004; Schoonbaert et al., 2007）。 

（２）日本語の非正規語順文のプライミング、

つまり語順のプライミング効果（SOVとOSV）

はその構造の相違自体が英語において存在し

ないため、調査することは不可能である。し

かし、他の言語においてそのような語順のプ

ライミング効果があることが確認されている

（Branigan & Feleki, 1996; Hartsuiker & 

Westenberg. 2000; Prat-Sala & Branigan, 2000）。

実際に、本研究は日本語のように、言語にお

いて構造上語順に自由さが存在する際には

（SOVとOSV）、非正規語順文を読んだ後に、

話者は非正規語順文で絵を説明する傾向が高

まったことを証明し、そうしたプライミング

効果が見られることを裏付ける結果となった

（研究成果は、現在論文を投稿中）。 

（３）今回は二つの言語を高度に操るバイリ

ンガルを発見することが困難であり、バイリ

ンガル対象とした実験を行うことはできなか

ったが、本研究の結果はバイリンガル研究に

も応用することができる可能性を示唆してい

る。Tanaka et al. (2011)は文再生課題を用いて、

日本語の文産出における、語順と態といった

統語構造や名詞の概念接近可能性（有性生）

の影響や交互作用の有無を調べた。その結果、

英語で行われた研究（Bock & Warren, 1985; 

Mcdonald et al., 1993）と同じく、日本語でも

概念接近可能性が語順と態に強く影響し、有

性名詞はその語順や態に関係がなく、文頭で

産出される傾向にあった。その研究結果は英

語で行われたBock & Warren (1985)や

Mcdonald et al (1993)の結果を支持するもので

あり、本研究を通して、言語が異なる文産出

を比較することで、言語間において大きなプ

ロセスの相違がないことが発見された。 

【今後の課題と期待される結果】 

よって、今後の発展的な研究課題として、バ

イリンガルが二つの言語を同時に産出する過

程を調査し、相互の言語が与える影響や交互

作用を見ることにより、より完成された言語

産出のモデルを構築することができると期待

される。 
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